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 　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、健やかに新年を迎え

られたこととお喜び申し上げます。

　2011年は歴史的にも大きな転換期にあたる

年でした。東日本大震災、福島原発事故災で

失った世界はあまりにも大きく、人々の価値観

さえ大きく変える衝撃を与えました。被災によ

り亡くなられた方々のご冥福を心からお祈り申

し上げます。復興の歩みには地域差があります

が、被災された方々がかけがえのない故郷に一

日も早く戻れるよう、尽力していきたいと思い

ます。

　当林木育種センターは、中期計画の一年目を

着実に進めているところです。当計画の4本柱

の一つは、『林木の新品種の開発と森林生物機

能の高度利用に向けた研究』。そのミッション

を果たすべく、未来の林業に最も期待のかかる

エリートツリーを掲げ、効果的かつ効率的な高

速育種の実現に取り組みはじめています。

　産学官の連携の下、優秀な原種を今春以降、

関東、関西・九州、東北の順に供給していきま

す。

　それらの原種が採種園、採穂園で大量に増殖

され、山行き苗となるまでにあと数年です。伐

期を迎えた戦後の優良造林地の2サイクル目の

造林が加速されるよう、戦後育種の大きな成果

物を供給して参りたいと考えています。そのた

めの人工交雑温室の創設などに力を入れていく

所存です。

　生物多様性保全の機運が高まる中、待望の

ジーンバンクは、2011年春に完成し、一部被災

しましたが、秋にオープンしました。わが国最

大規模の貯蔵庫として、マイナス160℃の液体

窒素による保管施設も擁しています。野外での

成体保存も併せ、研究基盤となる遺伝子資源の

効果的な収集と保存・配布を継承していきま

す。

　海外技術協力はグローバルな展開を見せてい

ます。北欧フィンランド、東アジアと南太平洋

諸国、アフリカ等をフィールドに、共同研究や

技術協力を育種分野で拡げています。

　こうした育種分野の未来を応用研究の分野で

支え、リードしているのが森林バイオ研究で

す。遺伝子レベルの高度技術を活用し、抵抗性

品種の作出や無花粉化において着実な成果を重

ねています。

　本来、組織の力は個々の強さの集大成ではな

いでしょうか。一個人が健全で家庭が安泰で

あってこそ、研究開発にも集中できるというも

のです。限界はありますが、それらが可能とな

る環境づくりを目指したいと思います。

　今後はさらに、国内の森林・林業にかかる多

様なニーズと、グローバル化していく期待に

しっかりと応えられるよう、またよりよい組織

となるよう一丸となって努めますので、引き続

き皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

年　頭　所　感

林木育種センター所長　平野　秀樹
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１．はじめに

　2011年3月11日は、多くの日本人にとって忘れ

ることの出来ない日であることに違いありませ

ん。あれから10ヶ月が経ちます。多くの方々の懸

命な努力によって、復興という名の再生に向けた

取組が日々続けられています。我々も微力ながら

再生へ向けた一助とならなくてはなりません。

我々が出来ること、それはまさに津波により消失

した海岸林の復興に何らかの形で携わることに他

ならないでしょう。ここでは、育種センターで蓄

積した知識と経験を生かし、海岸マツ林復興に向

けて何を考えていく必要があるのか、基盤技術研

究室での取組を紹介させていただきます。

２．被害調査

　我々が福島海岸マツ林の被害状況の調査のため

現地入りしたのは、6月22日でした。仙台方面か

ら福島県入りしましたが、宮城県山元町や福島県

新地町に入る頃には、未だほとんど手つかずの状

況が広がっていました。

　海岸部での状況も惨憺たるものでした。かつて

は数万本の松林が広がっていた松川浦は見る影も

なく、数本程度のマツを確認するのみでした

（写真1）。

　しかし、スギを初め多くの樹木が塩害による被

害を受けていたのに対し、なぎ倒されず残ったマ

ツは青々とした葉をたなびかせ生き残っていまし

た。南相馬市から新地町までの海岸部ほぼ全てを

調査した結果、生き残ったマツがあることや、被

害を受けた個体は今後枯損する可能性があること

から、福島県林業研究センターの研究員とも話し

合い、秋には出来る限りの球果を採取することで

生き残ったマツの遺伝子を保存することとしまし

た。

３．保全生態学的観点と抵抗性育種事業

　現行の抵抗性育種事業では、抵抗性品種を選抜

するまでに、球果採取から8年の月日が必要です。

関東育種基本区では平成13年に本格的に事業を開

始し、ようやく二次検定を毎年行えるまでになり

ました。しかし、年あたり平均3品種を選抜でき

ると仮定して、採種園を構成出来る数になるまで

には、最低でもあと5～6年程度事業を継続する

必要性があることや、安定した着花までに植栽

後10年以上必要なことなどを考慮すれば、抵抗性

採種園から安定的に種苗生産が出来るまでにはあ

と20年程度の時間を要します。

　さらに、福島県を含め関東沿岸部からまんべん

なく球果を採取したところ、地域によって遺伝的

多様性に相違があり（図1）、抵抗性品種が数千個

体に1個体程度しか選抜できない事実を考慮すれ

ば、抵抗性ばかりに目を奪われた場合、地域固有

の遺伝的多様性の喪失を促す可能性があります。

　そこで当研究室では、保全生態学的観点も含め

た、新たなマツノザイセンチュウ抵抗性育種事業

に向けた取組を開始しました。既に、静岡県とは

共同でその地域で選抜された一次検定合格個体を

激害地に植栽し、地域固有の遺伝的多様性維持を

踏まえた暫定種苗の効果の評価について取り組ん

でいます。

　クロマツは材自体の産業上の利用はほとんどあ

りません。従って、抵抗性は勿論のこと、景観林・

防潮・防砂林として、地域固有の遺伝資源として

の保全を考慮することも重要です。抵抗性育種事

業は遺伝資源保全と併せて取り組まなければ、そ

の地域の遺伝的な固有性を守ることは出来ませ

ん。福島県津波被害地でも、早急に球果採取等を

行わなければ、この地域固有のクロマツ遺伝資源

福島県海岸マツ林再生に向けて

写真1　変わり果てた松川浦の風景

図1　各地域の遺伝的多様性の評価　

　　  色の違いは遺伝的多様性の相違を表す
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は全て失われる可能性があります。

４．海岸マツ林の再生に向けて

　10月19日、再度現地入りしましたが、6月の段

階で生き残った個体の多くがやはり枯損していま

した（写真2）。土の所に植栽された個体が生存し

ていたのに対し、砂地に生育する個体の多くは枯

損していました。従って、単純に塩水の影響で枯

損したのではなく、砂地は不安定な生育場所であ

り、根に被害を受けた結果、夏の暑さなどで水分

ストレスが過度にかかり、枯損に至ったと考えら

れます。

　南相馬から新地町にかけて生存するクロマツ全

個体の位置情報を取得し（図2）、全52個体から針

葉を、13個体から球果を採取しました。針葉の採

取は、生存全個体の遺伝子（DNA）を遺伝資源

として保存する意味を持ち、また、球果採取によ

り、この地域に固有のクロマツ遺伝子を個体とし

て将来に伝えることが出来ます。生存全個体には

ICタグを貼付し（写真3）、開発を進めてきた個体

管理システムによる対応付けを図りました。これ

により、海岸林復興に向けた人工植栽が行われた

としても、「生き残った松」を長期にわたりモニ

タリングすることが可能です。

　しかし、海岸マツ林の復興には、我々が採取し

た個体数などでは必要量の確保は到底不可能であ

り、全国各地で生産される抵抗性種苗を投入する

必要性があります。迅速な復興には現実的な対処

を図る必要性がある一方で、少しずつではありま

すが今後育成する福島クロマツ種苗と抵抗性個体

を交配するなど、「福島マツの遺伝子」を現地へ

戻す努力も考える必要性があります。このような

手法は多大な年月を必要としますが、福島県と共

同で行ったこの取組が、福島固有の海岸マツ林の

再生へ向けた一歩になることを願うばかりです。

５．おわりに

　海岸クロマツ林はその地域の海岸景観を形作

り、地域住民が地域固有のマツ林維持に向けた取

組を行う場所も多く存在します。

　松枯れ被害が収束しない現在、より多くの抵抗

性種苗の植栽が求められており、その開発や生産

は極めて重要ですが、一方で、その地域のマツは

その地域に戻す、保全生態学的観点を抵抗性育種

事業に導入することも重要と考えます。

　福島県をはじめ、津波被害地における固有のマ

ツ林の再生を願うと共に、その実現に向けた事業

と研究及びそのためのビジョンを形成する努力を

日々行いたいと考えています。

　　　　（育種第一課基盤技術研究室　渡辺敦史）

写真2　被害地の状況と枯損したマツ個体

図2　生存クロマツ個体の位置図

写真3　ICタグとその貼付風景
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－ スウェーデン・オーストリア －

１．はじめに

　林木育種センターでは、我が国の林業におけ

るコスト削減の取組に資する観点から、先進国

における品種開発等の情報収集を行うこととし

ており、平成20 年度よりニュージーランド、

フィンランド等10ヵ国において調査を行なって

きました。今回、平成23年10月中旬に、清水

邦夫海外協力部長、宮下久哉育種部育種研究室

長とともにスウェーデン及びオーストリアにお

いて、苗木生産等の調査を行いましたので、概

要をご報告します。

２．スウェーデンの林業、種苗生産

　国土面積4,103万haを有し、うち森林面積が

2,820万haを占め森林率が69%となるスウェー

デンでは、人工更新での森林施業が主体であ

り、コンテナ苗生産が盛んに行われています。

　スウェーデン森林研究所ではヨーロッパアカ

マツ等の品種改良に取り組んでおり、すでに採

種園は第3世代まで進んでいます。今回訪問し

た大手林産企業であるSCA社では、森林研究所

で開発された品種から採種園を造成し、コンテ

ナ苗木用の種子を生産しています（写真-1）。な

お、採種園では第1世代や第2世代のものも使用

しており、良いものは使用するようにしている

とのことでした。

海外林木育種事情調査報告

　コンテナ苗の生産は、敷地内に完全機械化さ

れた大規模苗畑を持ち、SCA社では年間約9,00

0万本、また、もう一つの訪問先であるHOLM

EN社でも年間約3,000万本に及ぶヨーロッパア

カマツ等のコンテナ苗を生産、販売していま

す。

　SCA社における実際の生産方法については、

森林研究所で幾重にも機械選別された発芽率

97％以上の種子を用い、機械化はコンテナへの

用土充填や播種、施肥灌水消毒や移動等すべて

に及んでおり、規模の大きさに驚愕しました

（写真-2）。

　なお、HOLMEN社でも森林研究所の研究者が

訪れて指導するなど、スウェーデンにおける

「産」と「学」の密接な連携ぶりがわかりました。

　次に森林施業についてですが、両社とも100

万ｈａを超える広大な社有林を抱えています。

伐採は主に平均 5 ｈａ規模の皆伐で行われ、

ハーベスタ・フォワーダで伐採・搬出を行いま

す。更新作業は、大型の地拵え機械で薄い表土

の天地返しを行い、小さなコンテナ苗を人力で

植栽する方法がとられています（写真-3）。な

お、機械による地拵えの際に、部分的に直播き

も行われています。こちらでは下草の繁茂の心

配はなく、基本的に下刈を必要としません。

写真-1ヨーロッパアカマツ採種園(SCA社)

写真-2　SCA社の温室。170万本を養苗中
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　間伐は保育間伐、利用間伐を行います。標準

的な収穫量はｈａ当たり主伐で400m3、間伐で

50m3、計450m3で、北部地域での標準伐期は

90年ですので、年平均の生長量は5m3です。

　なお、我が国には見られない施業として、主

伐の10年ほど前に行うヘリコプターでの施肥が

挙げられます。森林研究所では、施肥も重要だ

が、育種によって開発された良い苗木を使う方

が経済的メリットが大きいとして育種の重要性

を強調していました。

３．オーストリアの林業・種苗生産

　国土面積825万haを有し、その47%を占める

389万haの森林面積を持つオーストリアは国土

面積、緯度等北海道とほぼ同じです。

　訪問したLIECO社は、社有林1．3万ｈａを有

する林業会社で、10数年前に製材等からは撤退

し、苗木生産に特化して事業を展開していま

す。その苗木はコンテナ苗であり、トウヒを中

心としたコンテナ苗を年間600万本生産してい

ます。写真-4は出荷直前のコンテナ苗で、根粒

菌が付いた良い状態の根となっています。

　オーストリアについてはどちらかといえば、

天然更新のイメージが強かったのですが、伐採

後の更新が義務づけられており、それに確実に

対応するためにも人工更新が必要との考えでし

た。LIECO社の人工更新の割合は、地域の平均

よりはやや低く、5～6割とのことでした。

　政府関係機関としては連邦政府の森林・自然

災害・景観研究研修所(BFW)を訪問しました。

産地の適切な選択が将来の収穫量を左右すると

いう考えからBFWが中心となり作成した遺伝

子原産地地図（図-1）により、植栽する箇所の

区分に適した地域からの種子を利用し苗木を生

産する方針をとっています。

４．終わりに

　今回訪問したスウェーデン、オーストリアは

言わずと知れた木材輸出国です。研究者も、経

営陣も、現状に満足せず、日本も木材輸出先と

してイメージしながら、研究に、事業に取り組

んでいる姿がありました。我々も負けることな

く、林木育種センターに課せられた使命をス

ピード感を持って果たしていく必要があると痛

感した次第です。両国と我が国とでは生産規模

が大きく異なるものの、調査で得られた知識、

情報等を今後の業務に最大限反映させていく所

存です。

　（北海道育種場育種技術専門役　竹田宣明）

写真-3　SCA社コンテナ苗造林地

写真-4　LIECO社コンテナ苗

図-1　遺伝子原産地地図　（source: BFW）
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１．はじめに

　平成21年12月に「森林・林業再生プラン」が

公表されました。“コンクリート社会から木の

社会へ”の標語のもと、今後十年間で国産材の

シェア50％達成等を目指しており、これに伴っ

て再造林の増加、ひいては山行き苗木の需要が

増加することが予想されます。しかし、木材価

格の低下やシカ害の激増等によって林家の造林

意欲が低下していることもあり、伐採量の増加

に見合った再造林が行われない可能性もあると

憂慮されています。

　そういう状況の中で、優れた成長が期待でき

るエリートツリーが林業者の間で話題となって

きました。これまでの苗木作りに使ってきた精

英樹は、全国各地の山から成長や通直性等に優

れたいわゆる「やまいち」を選抜したもので、

従来のものに比べて優れています。それらから

成長等に優れた精英樹を選び、交配し、育成し

たF
1
以降の世代の木の中で、成長等が特に優れ

たものをエリートツリーと呼んでいます。

　林木育種センターではエリートツリーの優れ

た成長を施業コストの削減等に生かし、ひいて

は造林意欲の喚起につなげることをねらってい

ます。そこで、平成22年度にはエリートツリー

の開発、さらには普及・活用の促進を図るため

に、林業関係者、学識経験者で構成した「次世

代育種促進研究会」を設置し、3回の会合と1回

の現地検討会を実施しました。その検討結果に

基づいてエリートツリーの普及に向けた案を作

成し、これに対するパプリックコメントを踏ま

えたうえ中間報告を取りまとめました。その概

要を次に示します。

・ 低コスト林業・林業再生に資するためには初

エリートツリーの開発と普及の促進に向けて

期成長に優れた品種の早期開発が必要不可欠

であり、育種については従来の手法を繰り返

すのではなく、育種そのものを高速化してい

くことが極めて重要である。

・ 林業生産活動が停滞し、種苗供給体制が弱体

化する中で、次世代種苗の早期普及とそのた

めの種苗供給体制の確立が求められる。この

ため、次の方策を講じていく必要がある。①

第2世代採種園・採穂園の早期造成、②採種

園における種子の安定生産技術・システムの

確立、③第2世代種苗を用いた実証試験、④

第2世代種苗を用いたコンテナ苗育苗技術の

開発、⑤第2世代種苗を用いた施業体系、収

穫予想表の検討

　林木育種センターではこの中間報告の趣旨を

生かすべく、平成23年度から平成27年度まで

の第3期中期計画の柱の一つに育種の高速化に

向けた技術開発をあげました。さらには、平成

23年度からは種苗供給体制の強化とエリートツ

リーの早期普及を図るため、関係機関の連携と

協調のプラットホームとして「高速育種運営会

議」を北海道、東北、関東、関西、九州の各地

区に設置するとともに、エリートツリー原種の

普及等に向けた技術的課題を検討し、助言を与

える機関として「林木育種技術戦略委員会」を

設置しました。

２．林木育種技術戦略委員会等の活動

　林木育種技術戦略委員会は森林遺伝学・林木

育種学を始め、木材利用、経営、森林生態学各

分野の研究者に林業経営者団体、ジャーナリス
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トを加えた9名で構成され、第1回委員会が平成

23年7月11日に開催されました（写真1）。議題

は、次世代林業用種苗の原種の普及に向けた技

術的課題及びその他目標の達成に必要な事項で

す。

　委員会での審議では、「エリートツリーの性

能が発揮され造林コストが大幅に削減されれば

すばらしいことである」、「林業のあり方、構造

が変化する可能性があり、今後の森林施業に関

して考えていく必要がある」などエリートツ

リーへの期待が寄せられました。一方、「効果

を確実にするためにエリートツリーでどのよう

な森林を作っていくのかを造林者とともに考え

ていく必要がある」、また「植栽の適地を示す

とより効果的である」、「偽物の横行をふせぐた

めにも原種を適切に管理していく必要がある」、

「採種園、採穂園管理の適正化に向けた方策が

必要である」といった指摘もあり、これらにつ

いて、年明けに予定されている第2回委員会に

向けてさらに検討を進めることとなっていま

す。

　また、高速育種運営会議は7月14日の九州地

区を皮切りに各地区で開催され、平成24年春に

は原種の配布が始まる関東地区では林木育種技

術戦略委員会での検討結果の報告とともに、原

種の配布規模及びに配布希望の募集及び応募の

方法等の説明と質疑が行われました。また、そ

れ以外の地域では、エリートツリーの開発状況

や原種の配布に向け、配布方法等に関する質疑

が行われましたが、より多くの機関に配布でき

るよう、準備を進めて欲しい等の希望が寄せら

れるなど、エリートツリーへの期待の大きさを

うかがわせるものとなりました。

３．エリートツリーで林業振興に寄与

　現在、エリートツリーはスギ、ヒノキを中心

に開発が進められており、スギのエリートツ

リーについて、平成24年春に関東地区、平成2

5年に関西、九州で原種の配布が始まるととも

に、ヒノキについては平成25年に関西地区で原

種の配布が始まります。また、エリートツリー

の開発はスギ、ヒノキだけではなく、カラマツ、

トドマツについても計画しています（写真2）。

　さらに、スギについてはF
1
から選抜した第2

世代のエリートツリーを交配してF
2
を育成し、

第3世代のエリートツリーを開発する作業もす

でに始まっています。

　エリートツリーは成長の良さで造林コストの

低減等への効果が期待できますが、林木育種セ

ンターでは他機関と連携してエリートツリーの

効果的な利用技術の開発も予定しており、種苗

と利用技術をセットで普及することもねらって

います。これらによって、エリートツリーが儲

かる林業、ひいては林業の振興につながる事を

願っております。

　　　　　　（育種部　育種第一課　藤澤義武）

写真1　林木育種技術戦略委員会での審議

写真2　エリートツリーの候補となるF
1

左：カラマツF
1
（長野県） 右：ヒノキF

1
（岡山県）
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１．遺伝子銀行110番とは

　あなたの身近にある地域のシンボル的な樹

木（天然記念物、巨樹、名木等）が何らかの

理由で枯れそうになってしまったとき、あな

たならどうしますか？枯れないようにいろい

ろと手を尽くされると思いますが、これから

紹介する後継樹を育成する「遺伝子銀行110

番」のサービスがあることを思い出して下さ

い。

　「遺伝子銀行 110番」とは、林木育種セン

ターが行っているクローン増殖サービスで

す。このサービスは、天然記念物の樹木や、地

域で昔から親しまれている巨樹・名木などが

衰弱してしまった場合、所有者の方などから

の要請を受け、全く同じ遺伝子を受け継ぐ後

継クローン苗木を作り、お返し（里帰り）す

るものです。このとき一部の苗木は、育種セ

ンターに保存し、研究材料として活用させて

いただきます。

２．手続きの仕方

　遺伝子銀行110番は、林木遺伝資源として

林木育種センターに保存する価値を有し、後

継樹を作ることの緊急性が高いと判断される

樹木を対象としています。

　このサービスを受けたい場合、先ず最寄り

の林木育種センターまたは林木育種センター

育種場へ電話等で連絡して下さい。担当者と

打合せの上、申請書を提出していただき、原

則として要請をした方に増殖用の小枝を採取

し送付していただきます。林木育種センター

では、この小枝をもとに、さし木やつぎ木な

どの方法により後継苗木を増殖します。

　樹種や地域によっても異なりますが、おお

むね2～3年後に要請された方のもとに後継樹

が里帰りできます。

３．里帰りの事例

　このサービスは、平成15年度から始めてい

ます。平成22年度末までの8年間に、全国の

33都道府県内の方から147件の要請があり、

このうち84件について後継クローン苗木がす

でに里帰りしました。これらの中には、親木

が台風や病気で倒れたり枯れてしまったりし

たものもあり、後継クローンが親木の代わり

として大切に育てられています。里帰りの事

例をいくつか紹介します。

(1)東京都台東区の「グラントヒノキ」

　「グラントヒノキ」（樹種：ローソンヒノキ）

は、今から約120年前に、南北戦争で有名な

第18代アメリカ大統領ユリシーズ・グラント

が来日記念に植えた記念樹です（写真1）。平

成17年にクローン増殖の要請があり、平成1

9年5月に後継樹が里帰りしました（写真2）。

－ 巨樹・名木等の遺伝資源のクローン増殖サービス －

遺伝子銀行110番の紹介

写真1．　東京都台東区の「グラントヒノキ」
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(2)北海道乙部町の「縁桂」

　北海道乙部町にある「縁桂」は、林野庁の

「森の巨人たち百選」に指定されているカツ

ラで、縁結びの神が宿るとされています（写

真3）。平成15年に要請があり、平成18年5月

に里帰りしました（写真4）。

(3)石川県金沢市の「根上松」

　「根上松」（樹種：クロマツ）は、金沢市の

名勝「兼六園」のシンボル的な樹木です（写

真5）。平成15年に要請があり、平成17年7月

に里帰りしました（写真6）。

４．おわりに

　天然記念物の樹木や巨樹・名木等は、生物

学的に貴重であるとともに地域のシンボルや

信仰の対象として文化的にも重要です。8年間

にわたる「遺伝子銀行110番」を通じて多く

の方から感謝の言葉をいただき、これらの樹

木が地域の人たちの精神的なよりどころと

なっていることを知りました。

　昨年の東日本大震災で津波の大きな被害を

受けた岩手県陸前高田市海岸林の「希望の

松」もこのサービスの一環として、東北育種

場で後継クローンの育成を続けています。こ

の事例も含め、これからも、多くの方に役立

つこのサービスを続けていく予定です。

　　　（遺伝資源部　探索収集課　生方正俊）

写真2．「グラントヒノキ」の里帰り

写真3．　北海道乙部町の「縁桂」

写真4．「縁桂」の里帰り

写真5．　兼六園の「根上松」

写真6．　「根上松」の里帰り
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１．はじめに

　林木育種センター海外協力部では現

在、耐風性・耐潮性に優れたテリハボク

（学名：Calophyllum inophyllum）の選

抜育種研究を進めています。テリハボクは先島

諸島（宮古島から与那国島にかけての地域）で

は一般的な樹木である一方、それらの地域にお

住まいでない方々にはあまり馴染みのない樹木

なのではないでしょうか？そこで本稿では、テ

リハボクについてご紹介するとともに、海外協

力部の取組についても簡単にご紹介したいと思

います。

２．テリハボクについて

　テリハボクはオトギリソウ科の常緑高木

で、「照葉木」と漢字で書かれる通り、光沢の

ある大きな葉と芳香のある白い花が特徴です

（写真1）。

テリハボクとその研究のご紹介

　日本では先島諸島、南大東島及び北大東島、

小笠原諸島などに分布し、それらの地域では

「ヤラブ」と呼ばれることが多いようです。「ヤ

ラブはどの辺りにありますか？」と各島の人々

の聞いてみると、「そこら中にあるけど、○○

○あたりに特にたくさんあるさ～」と答えても

らえるほど、島の人々にとって馴染みの深い樹

木です。また、日本のみならず、ハワイ島、太

平洋諸島、東南アジア、インド、マダガスカル、

東アフリカの海岸域などにも広く分布している

そうです。

　テリハボクはその多くの地域において人々の

生活と深い関わりがある樹木です。例えば、材

は堅く木目も美しいことから家具材などとして

利用されます。油分を豊富に含む種子は化粧品

や薬品の原料にもなります。また、種子からバ

イオディーゼル燃料を作り出す研究論文なども

いくつか発表されています。これらに加えて、

テリハボクは耐風性や耐潮性にも優れるため、

日本国内では主に防風林や防潮林としての利用

が盛んです。宮古島や石垣島を旅行していただ

ければ畑の周囲や道路沿いに植栽されているテ

リハボクを見ることができます（写真2）。

　日本国内におけるテリハボク活用の歴史は古
写真1. テリハボクの花と葉

写真2. テリハボクの防風林
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く、琉球王国の政治家で林業振興を進めたこと

でも有名な蔡温（さいおん）氏（1682-1762年）

が植林を推進した樹木であるとの記録も残って

います。現在においても増殖・植林が盛んな樹

木の一つで、沖縄県が策定した宮古八重山森林

計画（計画期間：H20～H30）ではイヌマキ、

リュウキュウマツ、デイゴと並び主要造林樹種

の一つとして名前が挙げられています。

　さて、このように多くのすばらしい特徴を持

ち、利用も盛んなテリハボクですが、活用を進

めるにあたってはいくつかの課題もあります。

例えば、テリハボクは成長がそれほど良くあり

ません。また、暴れ木になりやすいといった特

徴もあります。これに加え、常に強風にさらさ

れるような場所では枝が枯れあがってしまい、

ひどい場合には枯死しているような状況も目に

つきます。テリハボクの活用を推進するにあ

たっては、より成長が早く、通直で、耐風性・

耐潮性にも優れた品種が望まれています。

３．海外協力部の取組

　林木育種センター海外協力部では、日本の主

要な島々から種子を採取して西表熱帯林育種技

術園内に植栽し、上述したような優れた形質を

持つ系統の選抜を開始しました（写真3）。

　日本のほぼ全ての分布域から種子を収集し、

現在西表島熱帯林育種技術園内に植栽して形質

の測定を行っています。

　日本と同様に台風の被害が顕著な台湾におい

ても、海岸域の保全は重要な課題と認識されて

います。台湾林業試験所では海岸域に生育で

き、防潮林や防砂林として利用できる樹種の検

討を進めており、私たちが取組んでいるテリハ

ボクの選抜育種に興味を示してくれました。今

年度からは林木育種センターと台湾林業試験所

の間で覚書(MOU)に調印し、共同研究が開始さ

れました（写真4）。

　さらに共同研究の範囲を南太平洋の島嶼国に

広げるため、太平洋共同体事務局(SPC)とMOU

締結の準備を進めており、テリハボクの選抜育

種研究を国際的に幅広く連携して推進して行き

ます。

　　　（海外協力部　海外協力課　花岡　創）

写真3. 西表島のテリハボク検定林

写真4. 台湾林業試験所でのMOU調印式の様子

（台湾林業試験所の陳博士と西表熱帯林育種技

術園の加藤園長）
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　10月29日(土)、一般公開「第16回親林の集い」を開催しました。
　花粉症や松枯れ対策として開発された品種や、陸前高田で津波に流されずに1
本だけ残った希望の松、絶滅危惧種のオガサワラグワの遺伝資源の保存事業等を
紹介し、来場者の方々は熱心に耳を傾けていました。
　他にも木工や間伐体験、クイズ、迷路など様々な方法で森林や林業に親しんで
頂くとともに、地域の幼稚園や保育園の子供たちによる鼓笛や和太鼓も披露さ
れ、モリゾーとキッコロも登場し、楽しい秋の一日となりました。

「第16回　親林の集い」を開催しました

１．はじめに

　これまでの解説では主にDNAマーカーについ

てご紹介してきましたが、DNAマーカーを作成す

るためにはマーカーを作成するためのテンプレー

ト、すなわち塩基配列情報が必要となります。特

に、最近では遺伝子をターゲットにしたマーカー

が開発されているため、遺伝子の塩基配列情報が

必要となります。今回は、その塩基配列情報を得

るためのDNAシーケンサーについてご紹介した

いと思います。

２．シーケンサーの種類

　基本的にシーケンサーは塩基配列（A、T、G、C）

を決定する機器のことを言います。シーケンサー

には様々なタイプの機種があり、その検出方法に

よって分類されます（表1）。当研究所で導入して

いるシーケンサーは、第一世代にあたるキャピラ

リーシーケンサー（ABI 3100）と呼ばれるもの

です。このタイプのシーケンサーは細いガラス管

の中にDNAを流すことで塩基配列を決定します。

さらに現在、大規模ゲノムプロジェクトなどで利

用されている機種が第二世代（次世代）シーケン

サーと呼ばれるものです。これまでの検出方法と

は全く異なった方法が導入され、一回の解析で得

林木育種におけるDNA分析技術（5）
―　DNAシーケンサーについて　－

られる情報量は第一世代シーケンサーに比べて格

段に向上しています。加えて、現在では第三世代

（次次世代）シーケンサーと呼ばれる機種も登場

し、PCR増幅などの工程を経ず、一分子をより長

く解読できる今最も注目されているシーケンサー

です。

３．次世代シーケンサーで何ができるのか？

　シーケンサーには様々なタイプの機種があり、

目的によって使い分けられています。例えば、Ro

che/454のような一分子あたりに解読できる長さ

が長いタイプのシーケンサーは、未だゲノム情報

が充実していない生物種の塩基配列を新規に決定

する場合に利用されます（これをDenovoシーケ

ンスと言います）。また、Illumina/Hi-Seq 2000の

ような解読できる長さが短いタイプのシーケン

サーは、得られる大量の情報量を利用して既知の

配列に厚みを持たせ、SNP（スニップ）などの変異

を検出するために利用されています（これをリ

シーケンスと言います）。その他にも、遺伝子発

現を網羅的にプロファイリングするマイクロアレ

イ解析に代わる方法として、次世代シーケンサー

を利用した遺伝子発現解析（RNA-seq）にも利用

されています。

　　（森林バイオ研究センター　平尾　知士）

表1 各シーケンサーの特徴


